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タイムライン試行版の運用方針



■運用の目的
沙流川日高町富川地区水害タイムラインを試行的に運用することにより、対
応行動や実施手順を確認するとともに、運用結果を検証し同タイムラインを
精査・改善していくことを目的とする。

■試行の方法
平成30年の出水期から、検討会参加機関により試行運用する。試行は事務局
機関による意思決定に基づき参加機関への周知をもって開始する。

■試行のポイント
① 日高町・室蘭開発建設部・室蘭地方気象台の協議による意思決定

（タイムライン立上げ、タイムラインステージ移行の判断）

② メーリングリストを活用した情報の共有(予定)

③ 試行の振り返り検証に向けた対応行動の記録
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■運用体制

防災行動
における
情報やりとり

沙流川日高町富川地区水害タイムライン 運用メンバー

運用事務局運用事務局

【意思決定機関】

日高町（町長）

【意思決定支援機関】

室蘭開発建設部
（治水課）

室蘭地方気象台

防災行動実施機関

（検討会参画機関）

防災行動実施機関

（検討会参画機関）

タイムラインの
立ち上げやス
テージ切替等
に関する協議・
調整を行う。

タイムラインの
立ち上げやス
テージ切替等
に関する協議・
調整を行う。

タイムラインの
立ち上げやス
テージ切替等
に関する決定・
通知を行う。

タイムラインの
立ち上げやス
テージ切替等
に関する決定・
通知を行う。

気象・水位状
況や地域の状
況等からタイム
ライン運用に
資する情報提
供等を行う。

気象・水位状
況や地域の状
況等からタイム
ライン運用に
資する情報提
供等を行う。

タイムラインス
テージや各種
情報等を参考
に、各自で防災
行動を実施する。

タイムラインス
テージや各種
情報等を参考
に、各自で防災
行動を実施する。

ML等による
意思決定事項
等の周知

ML等による
防災情報等の
提供・周知

意思決定に関する
情報共有や協議

運用におけるアドバイザー運用におけるアドバイザー

事務局機関や
検討会参加機
関からの依頼に
基づき、防災行
動や運用の助
言を行う。

事務局機関や
検討会参加機
関からの依頼に
基づき、防災行
動や運用の助
言を行う。
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■タイムラインステージ移行の判断の流れ
日高町→
室建・
気象台

トリガー情報の発表を受け、日高町から室蘭開建、気象台にタイムラインス
テージ切替に関する協議を呼びかける。

事務局
機関

事務局機関による協議の実施。気象及び水位等の現況と予測や地域の被
害状況等を共有し、ステージ切替の要不要や通知時刻等を判断する。

日高町→
運用機関

ステージ切替について、タイムライン運用メンバーにメーリングリスト等で周
知・伝達

運用機関
各機関でタイムラインステージに応じた防災行動を実施。他機関の防災行
動に影響する(又は有益な)情報があれば、メーリングリスト等で周知・共有

事務局
機関

それぞれの防災行動を実施。運用機関の行動判断に資する情報(現況・
予測等)があれば、随時メーリングリスト等で周知・伝達

タイムライン立上げ・ステージ切り替えを決定した場合

次
の
ス
テ
ー
ジ
切
替
に
関
わ
る
情
報
の
収
集
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タイムラインステージ３～６への切り替え時は、必要に応じて事務局協議を実施する



■目的
タイムライン試行版は特定の災害シナリオをベースに検討しているため、多
様な災害事象に対して有効なタイムラインとしていくためには、災害対応後
や試行訓練等でタイムライン運用の振り返りを行い、検証・改善を図ってい
くことが重要である。

○出水期における試行運用
日高町富川地区で災害の発生が予想される際にはタイムラインを試行運用す
る。運用メンバーは、できるだけ対応行動やタイムラインに基づく防災行動
の問題点や課題の記録を残し、出水期後に検証・改善の検討を行う。

○試行訓練等の実施
出水期にタイムラインの運用がなかった場合などには、多様な災害シナリオ
に基づく試行訓練等を行い、運用の習熟度を高めるとともに、改善課題の抽
出・協議を行う。
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